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2,3,5 -トリヨード安息香酸(TIBA)と N-1-ナフチルフタラミン酸 (NPA)にも
高感受性を示した。②TAIL-PCR 解析から、axhs1 はブラシノステロイド生合
成経路中の水酸化反応を触媒する酵素をコードする DWF4 の第 7イントロンに
T-DNA が挿入された変異体であることを明らかにした。axhs1 の表現型がブラ
シノステロイドの添加によって相補されたことは、AXHS1 が DWF4 タンパク質
をコードすることを強く支持している。③DR5:GUS と HS:AXR3NT-GUS レポータ














































また、平成 27 年 8 月 27 日、公聴会において論文内容とそれに関連し
た事項について試問を行い、長瀬泰亮氏が博士の学位取得の基準を満た
していることを確認した。  
 
